
「今からはじめよう！カーボンニュートラルビジネスセミナー」

基調講演「はじめてのカーボンニュートラル」

株式会社 ITID
江口正芳
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江口 正芳（えぐち まさよし）

自己紹介

▍ひろしまものづくりカーボンニュートラルビジネスプロジェクト

プロジェクトディレクター

▍環境コンサルタント、米国公認管理会計士、中小企業診断士

▍製造業の脱炭素経営支援、カーボンニュートラル実現に向けた

業務プロセス改善、企業向け講演など、経営から現場まで、

様々な業界の環境コンサルティングを実施

▍主なコンサルティング実績

• 温室効果ガス排出量の算定・削減支援

• 気候関連リスク・機会を織り込むシナリオ分析支援

• インターナルカーボンプライシング導入支援

• 製品カーボンフットプリント算定支援

• グリーンボンドの環境影響の効果検証

• 温室効果ガス排出量管理システム導入支援 etc.

▍主な執筆/講演実績

• 著書「グリーンイノベーションコンパス」

• 環境ビジネスオンライン連載「脱炭素経営を成功に導く

現場視点で始める本質的ソリューション」

• 自動車メーカー講演「製品開発者が取り組むGHG排出量の削減手法」

• 産業機器メーカー講演「グリーンイノベーション創出力を高める」

• 日経xTECH技術者塾講師 etc.
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会社紹介

【主な支援内容】

診断・アセスメント

 開発力診断 / 創造力診断

 組織文化診断 / イノベーション組織診断

価値づくり戦略

 事業戦略 / 技術戦略 / 新規事業推進

 カーボンニュートラル / まちづくり戦略立案

業務効率化

 MBSE / プロセス構築・実務支援

 モジュール化

人材開発

 コンピテンシー・スキル定義

 人材育成プラン構築・実践

社名 株式会社 ITID

設立 2001年6月

人と組織・プロセスにアプローチすることで価値提供力を強化し、

企業価値/社会価値の向上を図ります

価値

提供力

展開力
周りを巻き込み

組織/社会を変える

創起力
世の中にない

新しい価値を

創造する

開発力
価値を具体化し、

効率高く量産する

※ITIDは、電通および電通国際情報サービス
（ISID）のグループ企業です

http://www.dentsu.co.jp/
http://www.isid.co.jp/
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▍2022年度 広島県内製造業のカーボンニュートラル活動をご支援

• カーボンニュートラルへ向けたものづくり産業支援事業にて、

県内製造業のカーボンニュートラル活動をご支援

会社紹介

伴走支援

県内製造業

業務委託

得られた

課題・知見

※この事業成果を活用し、

今後の支援策を構築

等
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▍アジェンダ

• カーボンニュートラルに取り組む必要性

• カーボンニュートラルに向けた取り組み方

• CO2排出量の算定

• 戦略立案

• ロードマップ策定

• CO2排出量低減手段の検討

• 気候関連の新たな事業創出

• さいごに

アジェンダ
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カーボンニュートラルに取り組む必要性
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カーボンニュートラルとは、

「温室効果ガスの排出量を実質ゼロにする」こと

カーボンニュートラルに取り組む必要性

▍カーボンニュートラルとは、

温室効果ガス排出量ー温室効果ガス吸収量＝ 0

▍カーボンニュートラルの達成のためには、

「温室効果ガスの排出量の削減」と「吸収作用の保全及び強化」が必要
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カーボンニュートラルに取り組む必要性

世の中は「カーボンニュートラル」に向けて

すでに動き始めている

▍多くの国が、2050年までにカーボンニュートラル達成を目標に掲げる

• 2015年COP21にてパリ協定が採択され、世界の平均気温上昇を産業革命以前に比べて

2℃より十分低く保ち、1.5℃に抑える努力をすることを合意

• 日本は、2050年カーボンニュートラル実現の目標と、

2030年までに温室効果ガス排出量46%削減（2013年比）の目標を設定

出典：資源エネルギー庁 各国のカーボンニュートラル表明状況

▲46％

各国のカーボンニュートラル実現目標 日本のカーボンニュートラル実現目標
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カーボンニュートラルに取り組む必要性

2021年3月 広島県 ゼロカーボンシティ宣言

▍広島県も、2050年カーボンニュートラル実現を目標に掲げる

▍広島県「第３次広島県地球温暖化防止地域計画」改定

• ネット・ゼロカーボン社会の実現に向けて、

温室効果ガス削減目標を高めるとともに、関係施策の拡充を図る

改定前 改定後

産業部門のCO2排出量 2013年比▲２１％ 2013年比▲３４．４％

温室効果ガス排出量合計 2013年比▲２２％ 2013年比▲３７．８％

森林等吸収源の影響を
踏まえた削減目標合計

2013年比▲２２％ 2013年比▲３９．４％

第３次広島県地球温暖化防止地域計画における

2030年の温室効果ガス削減目標
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カーボンニュートラルに取り組む必要性

カーボンニュートラルの主役は製造業

▍広島県は全国平均に比べ、製造業のCO2排出量比率が高い

• 広島県における製造業のCO2排出比率が65%（全国平均は40%）

→広島県では、自動車、造船、鉄鋼業が盛んであることが要因として考えられる

出典：環境省 排出量カルテ（広島県2020年、全国2020年）

CO2排出量の部門別構成比

広島県（2020年） 全国（2020年）

製造業

40%

製造業

65%
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カーボンニュートラルに取り組む必要性

カーボンニュートラルに取り組まないと、

顧客からの取引停止の恐れ

▍サプライチェーン全体の温室効果ガス排出量の目標管理・削減が必要

• プライム市場上場企業は、サプライチェーン排出量開示が実質義務化

• 大手企業のサプライチェーンに組み込まれている中小企業も他人事でない

出典：TCFDコンソーシアム「TCFDガイダンス3.0」を

基に、ITID編集

TCFDにより開示が推奨されている

産業横断的な指標

開示推奨項目

温室効果ガス排出量
（サプライチェーン全体の排出量）

移行リスク

物理的リスク

気候関連の機会

資本の配分

インターナルカーボンプライス

報酬
出典：日本経済新聞
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カーボンニュートラルに取り組む必要性

今こそ、中小企業にとって、

カーボンニュートラルに取り組みやすい環境

▍カーボンニュートラルに取り組む際の資金調達が容易に

• 中小企業庁「ものづくり・商業・サービス補助金」グリーン枠では、最大補助率2/3

• 脱炭素融資に利息の最大1.0%補給する事業を環境省が展開

（地域脱炭素融資促進利子補給事業）

出典：環境省「地域脱炭素融資促進利子補給事業」リーフレット出典：中小企業庁「ものづくり・商業・サービス補助金 公募要領概要版」

※令和5年6月時点情報。更新の可能性があるため、最新情報をご確認ください。
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多くの環境変化が見込まれ、カーボンニュートラルに取り組まないと、

企業の持続的な存続・成長は困難

カーボンニュートラルに取り組む必要性

開発・生産

若手技術者の

雇用困難
技術蓄積の遅れ

価値ある製品を

創れない

出荷

製品を創っても

出荷できない

販売規制強化

販売

製品を販売しても

売れない

エシカル消費

普及

資金調達困難

炭素税による

価格高

脱炭素化を

目指す取引先増

カーボンニュートラルに取り組まないと…

企業を取り巻く様々な環境変化

世界的なカーボンニュートラル要請

温室効果ガス排出規制

再エネ賦課金・炭素税

顧客（OEMなど）からの

温室効果ガス排出量の削減要請
ESG投融資の積極化

消費者の志向変化

Z世代などの異なる価

値観の浸透

競合企業のカーボンニュートラル

技術の蓄積
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カーボンニュートラルに向けた取り組み方
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プロセス、ツール、組織力・人材力に焦点を当てて、

カーボンニュートラルに取り組むことが重要

カーボンニュートラルに向けた取り組み方

組織力・人材力の強化ツール整備

プロセスの整備・遂行

有効な対策を立案する正しく問題を把握する 継続的に実行・管理する

インターナル
カーボンプライシング

投資意思決定

CO2排出量管理

CO2

排出量

時間

目標

/t-CO2

排出原単位テーブル

CO2排出量算定

CO2排出量管理

管理システム 組織体制構築 環境意識向上 グリーンスキル向上

Q

D

高度化・
効率化

シナリオ分析・
戦略立案

ロードマップ策定

リスク
機会

業務プロセス整備

CO2低減手段検討

CO2

CO2排出量算定・
ボトルネック特定

現場目標への

落とし込み

気候関連の
新たな事業創出

サーキュラー
エコノミー実現

生産 使用

回帰

費用

利益
売上

GHG効率 G

C

※G：GHG（温室効果ガス）

※

製品改良 工程改善

投資意思決定
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プロセス、ツール、組織力・人材力に焦点を当てて、

カーボンニュートラルに取り組むことが重要

カーボンニュートラルに向けた取り組み方

組織力・人材力の強化ツール整備

プロセスの整備・遂行

有効な対策を立案する正しく問題を把握する 継続的に実行・管理する

インターナル
カーボンプライシング

投資意思決定

CO2排出量管理

CO2

排出量

時間

目標

/t-CO2

排出原単位テーブル

CO2排出量算定

CO2排出量管理

管理システム 組織体制構築 環境意識向上 グリーンスキル向上

Q

D

高度化・
効率化

シナリオ分析・
戦略立案

ロードマップ策定

リスク
機会

業務プロセス整備

CO2低減手段検討

CO2

CO2排出量算定・
ボトルネック特定

現場目標への

落とし込み

気候関連の
新たな事業創出

サーキュラー
エコノミー実現

生産 使用

回帰

費用

利益
売上

GHG効率 G

C

※G：GHG（温室効果ガス）

※

製品改良 工程改善

投資意思決定

本日の説明範囲
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CO2排出量の算定
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▍温室効果ガス排出量を把握すべき範囲

• 事業者自らの排出だけでなく、原材料調達・製造・物流・販売・廃棄など、

⼀連の流れ全体の排出量の削減が求められている

• 温室効果ガス排出量＝Scope1排出量＋Scope2排出量＋Scope3排出量

サプライチェーン全体の温室効果ガス排出量を算定する

CO2排出量の算定

出典：環境省「サプライチェーン排出量の算定と削減に向けて」
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▍㈱デンソーの温室効果ガス排出量（2021年度）

CO2排出量の算定

Scope/カテゴリ
GHG
排出量

Scope1 事業者による直接排出 602

Scope2 事業者による間接排出 1,336

Scope3
他社の排出

1 購入した製品・サービス 10,642

2 資本財 1,217

3 スコープ1, 2に含まれない
燃料及びエネルギー関連活動

239

4 輸送、配送（上流） 63

5 事業から出る廃棄物 40

6 出張 22

7 雇用者の通勤 81

8 リース資産（上流） -

9 輸送、配送（下流） -

10 販売した製品の加工 0

11 販売した製品の使用 53,448

12 販売した製品の廃棄 36

13 リース資産（下流） 0

14 フランチャイズ 0

15 投資 0

[千tCO2]※数字はカテゴリ番号を示す
出典：㈱デンソーホームページを基に

ITIDにてグラフ作成

Scope3 カテゴリ11

販売した製品の使用

（製品利用者による排出）

Scope3 カテゴリ1

購入した製品・サービス

（主にサプライヤーによる排出）

Scope2

事業者による間接排出

（主にデンソーによる電気の使用）

製造業は、Scope1, 2,
Scope3カテゴリ1, 11の
排出量が多い傾向
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▍中小企業における排出量算定と削減の取組状況

• 中小企業の約半数がScope1, 2排出量を算定している

• Scope3排出量まで算定している企業は約1割

CO2排出量の算定

出典：経済産業省「2023年版ものづくり白書」
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▍温室効果ガス排出量の基本計算式

• 温室効果ガス排出量は、活動量に排出原単位を乗じて算定する

CO2排出量の算定

活動量 排出原単位

電気の使用量

ガソリンの使用量

重油の使用量

電気1kWhあたりの

CO2排出量

ガソリン1kLあたりの

CO2排出量

重油1kLあたりの

CO2排出量
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▍Scope1排出量の算定方法（例：A重油使用に伴う排出）

CO2排出量の算定

A重油使用量
100 kL

A重油の排出係数
2.71 t-CO2/kL

環境省HP「温室効果ガス排出量
算定・報告・公表制度」のページに

算定方法のマニュアルや
排出係数の⼀覧が記載されている

活動量 排出原単位 CO2排出量

271 t-CO2
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▍Scope2排出量の算定方法（例：電気使用に伴う排出）

CO2排出量の算定

電気使用量
10,000 千kWh

電気の排出係数
0.000540 t-CO2/kWh

活動量 排出原単位 CO2排出量

5,400 t-CO2

環境省HP「温室効果ガス排出量
算定・報告・公表制度」のページに

算定方法のマニュアルや
排出係数の⼀覧が記載されている
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▍排出量低減に繋げるための算定

• 特に排出量が多いScope/カテゴリは、

工程別、製品別、部署別など、細かい粒度で、排出量を算定する

CO2排出量の算定

Scope/カテゴリ GHG排出量

Scope1 事業者による直接排出 XXX 

Scope2 事業者による間接排出 XXX

Scope3
他社の排出

1 購入した製品・サービス XXX 

2 資本財 XXX

3 スコープ1, 2に含まれない
燃料及びエネルギー関連活動

XXX 

4 輸送、配送（上流） XXX

5 事業から出る廃棄物 XXX 

6 出張 XXX

7 雇用者の通勤 XXX 

8 リース資産（上流） XXX

9 輸送、配送（下流） XXX 

10 販売した製品の加工 XXX

11 販売した製品の使用 XXX 

12 販売した製品の廃棄 XXX

13 リース資産（下流） XXX 

14 フランチャイズ XXX

15 投資 XXX

溶接工程

●●工程
●●工程

プレス工程

塗装工程

企業全体の排出量を測定のみ

⇒対策検討しづらい

自社排出の例

工程ごとの排出量を測定

⇒対策検討しやすい

詳細に把握することで、
ボトルネックを特定し、
対策検討しやすくする
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▍事例｜工程別排出量の算定

CO2排出量の算定

金属部品洗浄工程における
排出量が多いことが発覚

旧型の炭化水素洗浄機を用いており、

重油を多く使用していることが原因

細かい粒度で算定することで、
対策方針を考えやすい

対策方針 具体例

洗浄時間を短くして、
重油使用量を減らす

部品サイズの縮小

重油を使用しないようにする 洗浄方式を超音波洗浄や
温水洗浄に変える

金属洗浄が不要な設計にする 高強度バイオプラスチック
部品の使用
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戦略立案
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▍戦略立案においては、シナリオ分析が有効

• 気候関連リスクに備え、企業のレジリエンスを高めることができる

• 気候関連機会を見出し、収益を拡大できる

戦略立案

売上

費用

利益

気候変動による

事業収益の変化

規制強化による

プラント発注の減少

CCUS市場の拡大

による収益の増加

気候変動による

原材料調達費用の変化

炭素税の増減

物理的リスクによる被害

鋼材の

価格高騰

Scope1,2排出量への

炭素税の徴収

洪水の頻度増加による

被害額の増加

等

等

等

等

出典：環境省「TCFDを活用した経営戦略立案のススメ」
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▍事業インパクトの評価と対応検討

• 重要度の高い気候関連リスクを特定し、事業インパクトを評価

• 対応方針を検討し、戦略としてまとめる

戦略立案

リスク・機会 対応方針

既存顧客からの排出量
削減要請の高まり

・工程改善による
CO2排出量低減

鋼材価格高騰 ・省エネによる
エネルギーコスト軽減

・安価な材料の
調達網確保

自転車市場の拡大 ・自動車部品の製造技術を
用いて自転車市場へ参入

・・・ ・・・
2022年

経常利益

新市場参入

に伴う

売上増

顧客からの

CO2低減

要請

2030年

経常利益

対策なし

2030年

経常利益

対策あり

省エネによる

エネルギー

コスト軽減

洪水被害鋼材価格

高騰

300

金額

-80

-50

-20
150

60

100 310

特定されたリスクによる
事業インパクトを評価

対策による影響（狙い）を評価

カーボンニュートラルに
取り組まないことによる

利益損失額が見える化されるため、
社内の動機付けにも有効
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ロードマップ策定
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▍まずは、以下の目標を設定

• カーボンニュートラル実現年

• 2030年までの削減目標

▍関連するステークホルダーの動向を考慮

• 取引先

• 関連団体（日本自動車部品工業会など）

• SBTイニシアチブ

ロードマップ策定

目標

達成度

時間
●●年2030年

CN
実現

●年比
●%削減

中小企業版SBT 通常SBT

対象
・従業員500人未満
・非子会社
・独立系企業

特になし

目標年
2030年 公式申請年から、5年以上先、

10年以内の任意の年

削減対象範囲
Scope1,2排出量 Scope1,2,3排出量

※Scope1,2,3合計の40%を
超えない場合は目標設定不要

目標レベル

●Scope1,2
少なくとも年4.2%削減

●Scope3
算定・削減すること
（特定の目標基準無し）

下記水準を超える削減目標を
任意に設定
●Scope1,2
少なくとも年4.2%削減

●Scope3
少なくとも年2.5%削減



ITID, Ltd. 31

▍GHG効率を用いて目標達成状況を管理

ロードマップ策定

GHG効率＝
温室効果ガス排出量

提供価値
売上、利益、生産量など

排出量

時間

削減活動を頑張っているのに
排出量が増えてしまっている

生産量が増えたせいなのか
削減活動が良くないのか

分からない

よくある問題

※GHG：温室効果ガス

GHG効率を用いた目標管理

GHG効率

時間

排出量は増えているが、
GHG効率が高まっており、
削減活動は有効と判断できる

排出量

時間
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▍事例｜新製品におけるGHG効率の算定

ロードマップ策定

※実際の数値と異なります

新製品の方が
排出量が多いが…

GHG効率
1.4倍

旧製品

新製品

重要性能 [%]

G
H

G
効
率

[%
/k

g
-C

O
2
]

GHG効率＝
温室効果ガス排出量

提供価値
スペック、価格など
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CO2排出量低減手段の検討
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▍温室効果ガス削減の基本的な考え方

• 以下3つの観点で発想する

①エネルギ―消費量を削減する（省エネを進める）

例）機器のエネルギー効率改善等

②エネルギーの低炭素化を進める

例）再生可能エネルギーの利用等

③利用エネルギーの転換（電化の促進）

例）電気自動車の利用等

CO2排出量低減手段の検討

電気 熱

電気 熱

電気 熱

電気 熱

①省エネ促進

②再エネ導入

③電化促進

電気 熱

C
O

2
排
出
強
度

エネルギー消費量

現状のCO2排出量 CO2排出量目標

出典）環境省「温室効果ガス削減中長期ビジョン検討会とりまとめ」

（2015）を参考に、ITID 作成
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▍公開情報を活用して、排出量低減策を検討

• 環境省のSHIFT事業ウェブサイトが活用しやすい

CO2排出量低減手段の検討

空調システム関連の排出量低減策の例

CO2削減対策Naviに記載された施策から、
自社で活用可能なものを抽出しやすい
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▍発展版｜温室効果ガス削減メカニズムの理解

• GHGツリーを作成し、温室効果ガス削減に関わる製造諸元、設計諸元を整理する

CO2排出量低減手段の検討

プレス設備の

消費電力

Scope2

電気の使用に伴う間接排出

Scope・カテゴリ 製造・物流諸元 設計諸元

部品サイズ

・・・

曲げ形状有無

部品の肉厚

GHG要素

（活動量・

排出原単位）

プレス設備の

電力消費量

プレス設備の

稼働時間

・・・

電気の

排出原単位

Scope3 カテゴリ11

販売した製品の使用

・・・

製品の

消費電力

製品の

消費電力

・・・

製品要求・性能

製品強度

…
…
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投資意思決定
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▍施策の実行優先度の評価

• 投資プロジェクト比較表（星取表）を用いて、排出量と経済指標の両面を考慮して、

施策の実行優先度を評価する

• 排出量と、経済指標（投資額、コスト）を比較判断しづらい場合は、

インターナルカーボンプライシング（ICP）を用いて評価する

投資意思決定

CO2

/t-CO2

排
出
量
低
減
策

排
出
量
削
減
効
果

初
期
投
資
額

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

実
現
に
か
か
る
期
間
・
難
易
度

他
へ
の
影
響

優
先
度
（
総
合
評
価
）

A 2 3 3 3 3 3

B 1 2 1 1 2 1

C 2 3 3 1 1 2

投資プロジェクト比較表（星取表）の例

ICP
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▍資金調達

• 国や自治体の脱炭素促進政策なども活用し、

施策実行資金を調達する

• 大企業であれば、グリーンボンドや、

トランジションボンドなども活用可能

投資意思決定

2022年度に中小企業が活用可能だった政策例
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気候関連の新たな事業創出
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▍新事業創出の必要性

• 排出量削減と同時に、気候関連の新たな事業を創出することで、

企業価値の最大化を図れる

気候関連の新たな事業創出

方針 狙い GHG排出量 提供価値

製品改良・工程改善などにより
温室効果ガス排出量を削減

・自社サプライチェーンにおける
温室効果ガス削減 など

気候関連の新たな事業を創出
・新たな社会価値の提供
・新たな収益源の獲得 など

合算

GHG効率＝
温室効果ガス排出量

提供価値
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▍ニーズ分析

• メガトレンドから、顧客の行動・状況変化を把握し、ニーズを分析する

気候関連の新たな事業創出

気候関連のトレンド

行動・状況変化

ニーズ

自転車走行空間の

整備・拡大

自転車通勤の

会社員増加

スーツを着て自転車を運転しても

快適な状態を保ちたい
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▍シーズ分析

• 企業所有の技術（シーズ）と、その技術による効用を整理する

気候関連の新たな事業創出

技術A効用D

自社所有の技術

その技術があると
どのような効用が
得られるのか

商品X 技術B

技術C

関係性
効用E

効用F
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気候関連のトレンドから生まれるニーズと

自社のシーズを組み合わせ、新規事業アイデアを創出

気候関連の新たな事業創出

自

社

の

出

来

る

こ

と

（
シ

ー
ズ

）

市場ニーズ

○○技術

○○技術

○○技術

○○できる

固有技術 技術の効用

○○できる

○○できる

○○できる

○○できる

○○できる

○○できる

○○したい ○○したい ○○したい ○○したい

事業アイデア

自社技術の棚卸し

気候関連のトレンドから

生まれるニーズ整理
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さいごに
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さいごに

今こそカーボンニュートラルに取り組まないと、

企業の存続・成長は困難

国や県の事業を活用すれば、

カーボンニュートラルに取り組みやすい

まずは温室効果ガス排出量の算定から

排出量削減は、利益確保のための手段



私たちはモノ・コトづくりの

未来創造パートナーです

ITID,LTD. www.itid.co.jp


